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研究成果の概要（和文）：ナラ枯れ（ブナ科樹木萎凋病）やイチジク株枯病などの伝染性萎凋病では、感染後に
生き延びる個体が一定割合存在する。同一菌株の接種実験でも同様の傾向があることから、宿主樹木の生理状態
および生息環境と病気の進行しやすさとの関係について検討した。ナラ枯れでは高齢の大径木ほど枯死しやすい
とされるが、カシノナガキクイムシ穿孔数が同程度のナラ類大径個体間で枯れやすさを比較すると、土壌水分の
多い場所で枯れにくい傾向が認められた。また、イチジク株枯病菌の接種実験から、主幹横断面における通水停
止範囲の割合がその個体の生死の決定要因となることがわかった。被害予測の指標には樹木生理や土壌環境の情
報を含めるのが望ましい。

研究成果の概要（英文）：A certain percentage of trees survives after the infection with wilt 
diseases such as Japanese oak wilt caused by Raffaelea quercivora or fig wilt caused by Ceratocystis
 ficicola. We hypothesized that physiological stress of host trees and environmental condition may 
affect the mortality rate of infected trees because the rates fluctuate when a same strain of the 
pathogen is inoculated. By the comparison of aged oak trees with the similar numbers of Platypus 
quercivorus attack, survival rate of host trees were higher on the wet soil than on the dried soil 
of ridges. From the inoculation experiments of fig wilt, the enlargement of crosscut area of 
dysfunctional xylem was shown to be an important factor directly deciding the survival or mortality 
of the hosts. As indicators to predict the damages by wilt diseases, information of tree physiology 
and environment will be helpful.

研究分野： 森林病理学および生理学

キーワード： ナラ枯れ　ブナ科樹木萎凋病　イチジク株枯病　水ストレス　通水阻害　木部樹液　土壌水分
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１．研究開始当初の背景
 マツ枯れ被害の多い日本では、樹木萎凋病
について基礎から応用まで幅広く先進的研
究が行われてきた。国際交流は活発で、図書
の共同執筆もある（
萎凋病研究では、樹木と病原体の相互作用に
ついて以下の２点が重要課題として把握さ
れつつある：
剰な防御を行うことにより、樹幹の通水能力
が低下し枯死へと向かうことがわかり、主要
萎凋病について発病メカニズムに関する研
究が進められている（
Kuroda 2012, Takahashi et al. 2010
防御反応と通導停止の関係については未解
明の部分が多く残る。
が同一であっても、病気の進みやすさや感染
後の枯れやすさは、宿主の側の生理的活性や
環境条件により変動する。病原力の強さを菌
株間で比較する前に、まず
樹木の感受性差の発生理由を究明する必要
がある。現状では、樹齢や枯死率に関する観
測事例（佐藤ら
性を判断しており、ナラ枯れ対策を誤る原因
にもなっている
 
２．研究の目的
 近年被害が増加しているナラ枯れなどの
伝染性樹木萎凋病では、感染後に生き延びる
個体が一定割合存在し、その割合が場所によ
り変動する。病原体媒介甲虫の密度が等しい
場合や、同一菌株の接種実験でも同様に個体
差が出ることから、樹体側の生理的要因が病
気の進行に関わるものと推測される。本研究
の目的は、樹木の萎凋病
気の進みやすさ）と生理的および環境因子と
の関係を明らかにすることである。感染前の
樹木の水分通導能力の差や感染後の細胞の
反応に注目する。この研究により、樹木の感
受性を上げないような環境改善や、激害化の
警戒が不要な場所の特定が可能となり、被害
対策の決定に有用な情報が得られる。また、
発病メカニズムに共通点の多い樹木萎凋病
全般について成果が適用できる。
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１．研究開始当初の背景
マツ枯れ被害の多い日本では、樹木萎凋病

について基礎から応用まで幅広く先進的研
究が行われてきた。国際交流は活発で、図書
の共同執筆もある（
萎凋病研究では、樹木と病原体の相互作用に
ついて以下の２点が重要課題として把握さ
れつつある：(1) 
剰な防御を行うことにより、樹幹の通水能力
が低下し枯死へと向かうことがわかり、主要
萎凋病について発病メカニズムに関する研
究が進められている（
Kuroda 2012, Takahashi et al. 2010
防御反応と通導停止の関係については未解
明の部分が多く残る。
が同一であっても、病気の進みやすさや感染
後の枯れやすさは、宿主の側の生理的活性や
環境条件により変動する。病原力の強さを菌
株間で比較する前に、まず
樹木の感受性差の発生理由を究明する必要
がある。現状では、樹齢や枯死率に関する観
測事例（佐藤ら 2004
性を判断しており、ナラ枯れ対策を誤る原因
にもなっている。

２．研究の目的 
近年被害が増加しているナラ枯れなどの

伝染性樹木萎凋病では、感染後に生き延びる
個体が一定割合存在し、その割合が場所によ
り変動する。病原体媒介甲虫の密度が等しい
場合や、同一菌株の接種実験でも同様に個体
差が出ることから、樹体側の生理的要因が病
気の進行に関わるものと推測される。本研究
の目的は、樹木の萎凋病
気の進みやすさ）と生理的および環境因子と
の関係を明らかにすることである。感染前の
樹木の水分通導能力の差や感染後の細胞の
反応に注目する。この研究により、樹木の感
受性を上げないような環境改善や、激害化の
警戒が不要な場所の特定が可能となり、被害
対策の決定に有用な情報が得られる。また、
発病メカニズムに共通点の多い樹木萎凋病
全般について成果が適用できる。
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１．研究開始当初の背景 
マツ枯れ被害の多い日本では、樹木萎凋病

について基礎から応用まで幅広く先進的研
究が行われてきた。国際交流は活発で、図書
の共同執筆もある（Kuroda 2008
萎凋病研究では、樹木と病原体の相互作用に
ついて以下の２点が重要課題として把握さ

(1) 樹木細胞が感染に対して過
剰な防御を行うことにより、樹幹の通水能力
が低下し枯死へと向かうことがわかり、主要
萎凋病について発病メカニズムに関する研
究が進められている（Ichihara et al. 2000, 
Kuroda 2012, Takahashi et al. 2010
防御反応と通導停止の関係については未解
明の部分が多く残る。 (2) 病原体（菌株）
が同一であっても、病気の進みやすさや感染
後の枯れやすさは、宿主の側の生理的活性や
環境条件により変動する。病原力の強さを菌
株間で比較する前に、まず同一菌株に対する
樹木の感受性差の発生理由を究明する必要
がある。現状では、樹齢や枯死率に関する観

2004 等）から便宜的に感受
性を判断しており、ナラ枯れ対策を誤る原因

。 

 
近年被害が増加しているナラ枯れなどの

伝染性樹木萎凋病では、感染後に生き延びる
個体が一定割合存在し、その割合が場所によ
り変動する。病原体媒介甲虫の密度が等しい
場合や、同一菌株の接種実験でも同様に個体
差が出ることから、樹体側の生理的要因が病
気の進行に関わるものと推測される。本研究
の目的は、樹木の萎凋病に対する感受性（病
気の進みやすさ）と生理的および環境因子と
の関係を明らかにすることである。感染前の
樹木の水分通導能力の差や感染後の細胞の
反応に注目する。この研究により、樹木の感
受性を上げないような環境改善や、激害化の
警戒が不要な場所の特定が可能となり、被害
対策の決定に有用な情報が得られる。また、
発病メカニズムに共通点の多い樹木萎凋病
全般について成果が適用できる。
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マツ枯れ被害の多い日本では、樹木萎凋病
について基礎から応用まで幅広く先進的研
究が行われてきた。国際交流は活発で、図書

Kuroda 2008 他）。近年の
萎凋病研究では、樹木と病原体の相互作用に
ついて以下の２点が重要課題として把握さ

樹木細胞が感染に対して過
剰な防御を行うことにより、樹幹の通水能力
が低下し枯死へと向かうことがわかり、主要
萎凋病について発病メカニズムに関する研

Ichihara et al. 2000, 
Kuroda 2012, Takahashi et al. 2010 等）。しかし
防御反応と通導停止の関係については未解

病原体（菌株）
が同一であっても、病気の進みやすさや感染
後の枯れやすさは、宿主の側の生理的活性や
環境条件により変動する。病原力の強さを菌

同一菌株に対する
樹木の感受性差の発生理由を究明する必要
がある。現状では、樹齢や枯死率に関する観

等）から便宜的に感受
性を判断しており、ナラ枯れ対策を誤る原因

近年被害が増加しているナラ枯れなどの
伝染性樹木萎凋病では、感染後に生き延びる
個体が一定割合存在し、その割合が場所によ
り変動する。病原体媒介甲虫の密度が等しい
場合や、同一菌株の接種実験でも同様に個体
差が出ることから、樹体側の生理的要因が病
気の進行に関わるものと推測される。本研究

に対する感受性（病
気の進みやすさ）と生理的および環境因子と
の関係を明らかにすることである。感染前の
樹木の水分通導能力の差や感染後の細胞の
反応に注目する。この研究により、樹木の感
受性を上げないような環境改善や、激害化の
警戒が不要な場所の特定が可能となり、被害
対策の決定に有用な情報が得られる。また、
発病メカニズムに共通点の多い樹木萎凋病
全般について成果が適用できる。 
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マツ枯れ被害の多い日本では、樹木萎凋病
について基礎から応用まで幅広く先進的研
究が行われてきた。国際交流は活発で、図書

他）。近年の
萎凋病研究では、樹木と病原体の相互作用に
ついて以下の２点が重要課題として把握さ

樹木細胞が感染に対して過
剰な防御を行うことにより、樹幹の通水能力
が低下し枯死へと向かうことがわかり、主要
萎凋病について発病メカニズムに関する研

Ichihara et al. 2000, 
等）。しかし

防御反応と通導停止の関係については未解
病原体（菌株）

が同一であっても、病気の進みやすさや感染
後の枯れやすさは、宿主の側の生理的活性や
環境条件により変動する。病原力の強さを菌

同一菌株に対する
樹木の感受性差の発生理由を究明する必要
がある。現状では、樹齢や枯死率に関する観

等）から便宜的に感受
性を判断しており、ナラ枯れ対策を誤る原因

近年被害が増加しているナラ枯れなどの
伝染性樹木萎凋病では、感染後に生き延びる
個体が一定割合存在し、その割合が場所によ
り変動する。病原体媒介甲虫の密度が等しい
場合や、同一菌株の接種実験でも同様に個体
差が出ることから、樹体側の生理的要因が病
気の進行に関わるものと推測される。本研究

に対する感受性（病
気の進みやすさ）と生理的および環境因子と
の関係を明らかにすることである。感染前の
樹木の水分通導能力の差や感染後の細胞の
反応に注目する。この研究により、樹木の感
受性を上げないような環境改善や、激害化の
警戒が不要な場所の特定が可能となり、被害
対策の決定に有用な情報が得られる。また、
発病メカニズムに共通点の多い樹木萎凋病

３．
(1)管理下にある
生理と発病の関係性の解明
 ナラ・カシ類の実生苗はサイズや成長速度
にばらつきが大きいため、挿し木によるクロ
ーン苗が利用できるイチジクを供試木とす
る。イチジク株枯病（病原菌
ficicola
して苗木に接種し、
て試料を採取する。酸性フクシン水溶液の吸
入により通導低下を追跡する。
 接種木の病徴を肉眼で観察するとともに、
光学顕微鏡により、感染に対する樹木細胞の
防御反応を観察する。蛍光抗体法を用いて、
樹幹内の菌の分布、菌の周囲の細胞生存率を
検出する。また、接種木の水ストレス（潅水
制限）と病徴進展，通導阻害部の拡大の関係
を明らかにする。
 
(2)自然環境下における感受性変動要因の検
出および応用技術への発展
1)イチジク農園での調査
生地域において、被害多発農園と無被害農園
のイチジクの生理状態を比較する。樹木の管
理方法、灌水、整枝などの条件とともに、水
ストレスの状況を把握し、罹病および枯死率
との関係について検討する。
2)ナラ枯れ発生地域での計測と調査
れ未被害林分、未被害個体において
水分状態
（斜面の上部、下部）
る。被害地の
較し
性の変動を明らかにする。
 
(3)総合的検証と応用への発展
 上記課題
性に強く関わると推測される要因を明らか
にする。ナラ枯れの自然感染地で、その要因
を指標として、枯れやすい場所と枯れにくい
場所の判別を試みる。
 
４．研究成果
(1) 
係性の解明
 イチジク
（枝
幹下部に
点接種した。接種実験は
回実施した
 病徵
観察したところ、
辺の
と経過に伴い、
への菌糸の侵入が確認された。
は宿主の防御反応による二次代謝物質の生
産が増加し、
等の
変色部位
が停止することが知られている。

、ＣＫ－１９（共通）

３．研究の方法
管理下にある

生理と発病の関係性の解明
ナラ・カシ類の実生苗はサイズや成長速度

にばらつきが大きいため、挿し木によるクロ
ーン苗が利用できるイチジクを供試木とす
る。イチジク株枯病（病原菌
ficicola）の強病原性菌株（東広島市）を培養
して苗木に接種し、
て試料を採取する。酸性フクシン水溶液の吸
入により通導低下を追跡する。

接種木の病徴を肉眼で観察するとともに、
光学顕微鏡により、感染に対する樹木細胞の
防御反応を観察する。蛍光抗体法を用いて、
樹幹内の菌の分布、菌の周囲の細胞生存率を
検出する。また、接種木の水ストレス（潅水
制限）と病徴進展，通導阻害部の拡大の関係
を明らかにする。

自然環境下における感受性変動要因の検
出および応用技術への発展
イチジク農園での調査

生地域において、被害多発農園と無被害農園
のイチジクの生理状態を比較する。樹木の管
理方法、灌水、整枝などの条件とともに、水
ストレスの状況を把握し、罹病および枯死率
との関係について検討する。
ナラ枯れ発生地域での計測と調査

れ未被害林分、未被害個体において
水分状態、樹液流
（斜面の上部、下部）
る。被害地の斜面上部と下部で
較し、枯死との関係について
性の変動を明らかにする。

総合的検証と応用への発展
上記課題(1)と

性に強く関わると推測される要因を明らか
にする。ナラ枯れの自然感染地で、その要因
を指標として、枯れやすい場所と枯れにくい
場所の判別を試みる。

４．研究成果 
 モデル樹木を用いた

係性の解明 
イチジク品種「蓬莱柿」の挿し木

（枝長 101.5cm、接種部位
下部に、枝枯病
接種した。接種実験は

回実施した。 
病徵発現前の

観察したところ、
の道管内腔で菌糸が

と経過に伴い、
への菌糸の侵入が確認された。

宿主の防御反応による二次代謝物質の生
産が増加し、柔細胞
の細胞壁尾は

変色部位（傷害
が停止することが知られている。

（共通） 

研究の方法 
管理下にあるモデル樹木

生理と発病の関係性の解明 
ナラ・カシ類の実生苗はサイズや成長速度

にばらつきが大きいため、挿し木によるクロ
ーン苗が利用できるイチジクを供試木とす
る。イチジク株枯病（病原菌

）の強病原性菌株（東広島市）を培養
して苗木に接種し、3〜4 日ごとに根ごと抜い
て試料を採取する。酸性フクシン水溶液の吸
入により通導低下を追跡する。

接種木の病徴を肉眼で観察するとともに、
光学顕微鏡により、感染に対する樹木細胞の
防御反応を観察する。蛍光抗体法を用いて、
樹幹内の菌の分布、菌の周囲の細胞生存率を
検出する。また、接種木の水ストレス（潅水
制限）と病徴進展，通導阻害部の拡大の関係
を明らかにする。 

自然環境下における感受性変動要因の検
出および応用技術への発展 
イチジク農園での調査：イチジク株枯病発

生地域において、被害多発農園と無被害農園
のイチジクの生理状態を比較する。樹木の管
理方法、灌水、整枝などの条件とともに、水
ストレスの状況を把握し、罹病および枯死率
との関係について検討する。
ナラ枯れ発生地域での計測と調査

れ未被害林分、未被害個体において
、樹液流を計測する。
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総合的検証と応用への発展
と(2)で得られた情報から、感受

性に強く関わると推測される要因を明らか
にする。ナラ枯れの自然感染地で、その要因
を指標として、枯れやすい場所と枯れにくい
場所の判別を試みる。 
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デンプンは接種後に徐々に減少してやがて
消失し、防御物質の生産に消費されたものと
推測された。接種２〜３週間後には接種部周
辺の木部では変色範囲がさらに拡大した。葉
の黄変や萎凋という外部病徴の発現前の段

階で、通水可能な道管が著しく減少している
ことが判明した（図２）。 
 これらの結果から、株枯病菌の接種部位の
周辺で道管の通水が停止すること、その結果、
枝葉への水分供給が停止し、萎凋〜枯死に至
ることが示唆された（図３）。感染から枯死
までに樹幹組織内で観察される現象は、
Ceratocystis polonica によるエゾマツの萎凋病
および Raffaelea quercivora によるナラ枯れと
の共通点が認められた。 
 H26 年には、土壌水分量と発病しやすさ（感
受性）の関係を明らかにするため、イチジク
苗への灌水コントロールを行い、接種苗と対
照区苗の主幹下部に熱流束センサーを装着
して水分通導の変化を追跡した。「非保水区」
では接種 10 日後から萎凋個体が発生したが、
「保水区」の病徴発現は２週間後以降で、葉
が萎凋せずに落葉する例が目立った。落葉個
体でも接種部位付近で木部が広く変色し、通
水範囲が著しく減少していた。熱流束の値か
ら、健全苗では晴天の昼間は幹の外側（大気）
から内側（主幹内部）への熱移動が大きく、
木部樹液が低温傾向であることが推測され
た。接種苗で萎凋開始個体では，熱流束値が
最大値を示す時刻が健全木よりも早まる傾
向があった。これは樹液流動が緩慢になり，
外気温の影響が大きくなったためと推測し
た。 
 
(2)自然環境下における感受性変動要因の検
出および応用技術への発展 
1)イチジク農園での調査 
 東広島市内の農園では，幹下部で枝を強制
的に 90 度曲げて樹高を低く作る栽培方法で
ある。屈曲部の樹皮には縦方向の亀裂が高頻
度で形成されていた。幹太さ 10cm 程度以下
の若齢木は土壌経由の感染が主体であった。
一方，アイノキクイムシ媒介により感染枯死
した個体は高樹齢（16-20 年生，直径 20cm 以
上）の農園で認められた。加齢にともなう水
ストレス増加や樹皮の傷の影響で，キクイム
シ穿入や通水阻害が促進された可能性があ
る。 
 
2)ナラ枯れ感受性に関わる生理的要因の解明 
 里山二次林に試験地を設定し，カシノナガ
キクイムシの穿入木・健全木について樹液流
速度を測定した。甲虫穿入密度が高いコナ
ラ・アベマキでは，萎凋症状が出る前に，健
全木と樹液流動の変動パターンが変化した
（図４）。晴天で十分に蒸散がある時間帯に，
キクイムシ穿入木では時々樹液流速が変動
して値が低下する状況が検出された。樹液流
は停止していないが，通導阻害が進行してい
るものと推測された。 
 ナラ枯れ被害発生中の林分（兵庫県篠山市）
では、発生初年度（被害を目視で発見した年）
から枯死木を除去しないままにすると、２～
３年目で林内のナラ類の多数にカシノナガ
キクイムシの穿入が起こり、全く無被害の個

図 2 株枯病菌接種後のイチジクの通水阻害
の進行と病徴進展 

酸性フクシンによる通水範囲の染色（赤
色部）および防御反応による木部の変色 

 

図 3 株枯病菌接種後のイチジク木部におけ
る通水領域の低下と病徴進展 

Percent xylem sap conducting area: 図 2
の染色範囲の面積 

 



体は確認できなくなった。しかし、同斜面の
ナラ類（アベマキ、コナラ）総数
して枯死本数
率であった。昨年度調査の段階で、カシノナ
ガキクイムシ穿入密度が
った個体で、
体があった。斜面中腹～下部で生残木（穿入
があったが枯れなかった個体）が目立ったこ
と、穿入が多くて枯れない例が認められたこ
とから、病徴進展を止めた要因として土壌水
分量が多かったことが考えられる。つまり夏
季の蒸散量が多い時期に、樹幹下部でカシノ
ナガキクイムシの孔道形成により通水阻害
が進んだ個体が生存し続けられるかどうか
は、根からの水分供給に依存する可能性が考
えられる。
 自然環境下における感受性変動要因の検
出および応用技術への発展
料について
果、コナラ・アベマキ樹幹の肥大成長速度は、
菅（樹齢
年生）、矢代（
があった。同じ調査区内でも個体により成長
速度に差が見られ、土壌水分の少ない尾根部
は中腹部以下より成長が遅い傾向が見られ
た。幹直径が
が約
少・ナラ枯れ被害増加の太さの目安となる直
径 30cm
降徐々に個体が増えていった。
された里山林は、萌芽更新能力の低下やナラ
枯れ被害の
査地の中で、高樹齢個体の多かった矢代地区
でカシノナガキクイムシ穿入個体が多かっ
た。 
 
(3)感受性指標による自然感染リスクの推測
 カシノナガキクイムシ穿孔数が同程度の
個体で、土壌水分の多い場所で枯れにくい傾
向が認められた。ナラ枯れ被害木は大径木ほ
ど枯れやすいことは指摘されているが、大径
木で穿孔被害がありながら生存する場合が
あること、その要因として土壌水分あるいは
土壌の性質が関わる可能性が示唆された。
 ナラ枯れの感受性に関わると推測される
要因を①樹齢、②肥大成長速度、③土壌水分
を指標とし、
枯れやすい場所と枯れにくい場所の特徴を

図 4
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率であった。昨年度調査の段階で、カシノナ
ガキクイムシ穿入密度が
った個体で、H27
体があった。斜面中腹～下部で生残木（穿入
があったが枯れなかった個体）が目立ったこ
と、穿入が多くて枯れない例が認められたこ
とから、病徴進展を止めた要因として土壌水
分量が多かったことが考えられる。つまり夏
季の蒸散量が多い時期に、樹幹下部でカシノ
ナガキクイムシの孔道形成により通水阻害
が進んだ個体が生存し続けられるかどうか
は、根からの水分供給に依存する可能性が考
えられる。 

自然環境下における感受性変動要因の検
出および応用技術への発展
について樹幹の年輪解析を行った。その結
、コナラ・アベマキ樹幹の肥大成長速度は、

菅（樹齢 40 年～60
年生）、矢代（70～
があった。同じ調査区内でも個体により成長
速度に差が見られ、土壌水分の少ない尾根部
は中腹部以下より成長が遅い傾向が見られ
た。幹直径が 10cm
が約 10～25 年の時間を要した。萌芽更新減
少・ナラ枯れ被害増加の太さの目安となる直

30cm に達するのは
降徐々に個体が増えていった。
された里山林は、萌芽更新能力の低下やナラ
枯れ被害の発生が懸念されるが、本研究の調
査地の中で、高樹齢個体の多かった矢代地区
でカシノナガキクイムシ穿入個体が多かっ

 

感受性指標による自然感染リスクの推測
カシノナガキクイムシ穿孔数が同程度の

個体で、土壌水分の多い場所で枯れにくい傾
向が認められた。ナラ枯れ被害木は大径木ほ
ど枯れやすいことは指摘されているが、大径
木で穿孔被害がありながら生存する場合が
あること、その要因として土壌水分あるいは
土壌の性質が関わる可能性が示唆された。

ナラ枯れの感受性に関わると推測される
要因を①樹齢、②肥大成長速度、③土壌水分
を指標とし、篠山市内
枯れやすい場所と枯れにくい場所の特徴を

4コナラ被害木および健全木の樹液流速

体は確認できなくなった。しかし、同斜面の
ナラ類（アベマキ、コナラ）総数

、枯死割合は
率であった。昨年度調査の段階で、カシノナ
ガキクイムシ穿入密度が 1 頭/100

H27 年度も生存が確認された個
体があった。斜面中腹～下部で生残木（穿入
があったが枯れなかった個体）が目立ったこ
と、穿入が多くて枯れない例が認められたこ
とから、病徴進展を止めた要因として土壌水
分量が多かったことが考えられる。つまり夏
季の蒸散量が多い時期に、樹幹下部でカシノ
ナガキクイムシの孔道形成により通水阻害
が進んだ個体が生存し続けられるかどうか
は、根からの水分供給に依存する可能性が考

自然環境下における感受性変動要因の検
出および応用技術への発展のために

樹幹の年輪解析を行った。その結
、コナラ・アベマキ樹幹の肥大成長速度は、

60 年生）、東木之部（
～100 年生）の順に速い傾向

があった。同じ調査区内でも個体により成長
速度に差が見られ、土壌水分の少ない尾根部
は中腹部以下より成長が遅い傾向が見られ

10cm に達するのに多くの個体
年の時間を要した。萌芽更新減

少・ナラ枯れ被害増加の太さの目安となる直
に達するのは 35 年からで、

降徐々に個体が増えていった。
された里山林は、萌芽更新能力の低下やナラ

発生が懸念されるが、本研究の調
査地の中で、高樹齢個体の多かった矢代地区
でカシノナガキクイムシ穿入個体が多かっ

感受性指標による自然感染リスクの推測
カシノナガキクイムシ穿孔数が同程度の

個体で、土壌水分の多い場所で枯れにくい傾
向が認められた。ナラ枯れ被害木は大径木ほ
ど枯れやすいことは指摘されているが、大径
木で穿孔被害がありながら生存する場合が
あること、その要因として土壌水分あるいは
土壌の性質が関わる可能性が示唆された。

ナラ枯れの感受性に関わると推測される
要因を①樹齢、②肥大成長速度、③土壌水分

篠山市内の自然感染地において、
枯れやすい場所と枯れにくい場所の特徴を

コナラ被害木および健全木の樹液流速

体は確認できなくなった。しかし、同斜面の
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、枯死割合は 23％という低
率であった。昨年度調査の段階で、カシノナ

/100 ㎠以上であ
年度も生存が確認された個

体があった。斜面中腹～下部で生残木（穿入
があったが枯れなかった個体）が目立ったこ
と、穿入が多くて枯れない例が認められたこ
とから、病徴進展を止めた要因として土壌水
分量が多かったことが考えられる。つまり夏
季の蒸散量が多い時期に、樹幹下部でカシノ
ナガキクイムシの孔道形成により通水阻害
が進んだ個体が生存し続けられるかどうか
は、根からの水分供給に依存する可能性が考

自然環境下における感受性変動要因の検
のために、伐採試

樹幹の年輪解析を行った。その結
、コナラ・アベマキ樹幹の肥大成長速度は、

年生）、東木之部（60～
年生）の順に速い傾向

があった。同じ調査区内でも個体により成長
速度に差が見られ、土壌水分の少ない尾根部
は中腹部以下より成長が遅い傾向が見られ

に達するのに多くの個体
年の時間を要した。萌芽更新減
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発生が懸念されるが、本研究の調
査地の中で、高樹齢個体の多かった矢代地区
でカシノナガキクイムシ穿入個体が多かっ

感受性指標による自然感染リスクの推測
カシノナガキクイムシ穿孔数が同程度の

個体で、土壌水分の多い場所で枯れにくい傾
向が認められた。ナラ枯れ被害木は大径木ほ
ど枯れやすいことは指摘されているが、大径
木で穿孔被害がありながら生存する場合が
あること、その要因として土壌水分あるいは
土壌の性質が関わる可能性が示唆された。

ナラ枯れの感受性に関わると推測される
要因を①樹齢、②肥大成長速度、③土壌水分
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